
　

サ
ッ
カ
ー
は
今
や
野
球
と
並
ん
で
国
民
的
ス
ポ
ー

ツ
と
な
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
サ
ッ
カ
ー
は
略
称

ま
た
は
俗
称
で
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
正
式
名
称
は
ア
ソ

シ
エ
ー
シ
ョ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
あ
る
。
日
本
に
初

め
て
サ
ッ
カ
ー
を
紹
介
し
直
接
指
導
し
発
展
の
端
緒

を
開
い
た
教
育
者
に
つ
い
て
語
り
た
い
。
日
本
サ
ッ

カ
ー
界
の
先
駆
者
で
あ
る
。
そ
の
先
駆
者
は
坪
井
玄

道
（
１
８
５
２
‐
１
９
２
２
）
で
あ
る
。
本
誌
連
載

の
取
材
の
た
め
筑
波
大
学
体
育
専
門
学
群
を
訪
ね
た

時
の
こ
と
で
あ
る
。
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
サ
ッ

カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
を
取
材
し
た
後
、
体
育
館
近

く
の
歩
行
者
専
用
デ
ッ
キ
を
歩
い
て
い
た
時
、
風
雨

に
さ
ら
さ
れ
た
古
ぼ
け
た
胸
像
を
見
か
け
た
。
口
ひ

げ
を
蓄
え
た
威
厳
あ
る
胸
像
を
あ
ら
た
め
て
見
て
み

る
と
像
の
下
に
「
坪
井
玄
道
先
生
之
像
」
と
刻
ま
れ

て
い
る
。
像
の
手
前
に
あ
る
石
造
り
の
説
明
版
は
坪

井
の
偉
業
を
讃
え
る
。

　
「
嘉
永
５
年
（
１
８
５
２
）、
下し

も
う
さ
の
く
に

総
国
（
現
千
葉

県
）
の
生
ま
れ
、
洋
学
校
で
岡
保
義
に
英
語
を
学

ぶ
。
師
範
学
校
で
の
通
弁
官
（
通
訳
官
）
の
後
、
宮

城
英
語
学
校
、
仙
台
中
学
の
教
師
を
経
て
、
明
治
11

年
（
１
８
７
８
）、
文
部
省
が
わ
が
国
学
校
体
育
の

本
格
的
な
研
究
と
指
導
者
育
成
の
た
め
に
開
設
し
た

体
操
伝
習
所
（
現
筑
波
大
学
体
育
専
門
学
群
）
で
米

国
人
教
師
Ｇ
・
Ａ
・
リ
ー
ラ
ン
ド
の
通
弁
官
を
務
め

た
。
リ
ー
ラ
ン
ド
帰
国
後
は
同
所
主
任
教
師
と
し
て

　

坪
井
仁じ
ん

助す
け

（
後
の
玄
道
）
は
、
嘉
永
５
年

（
１
８
５
２
）
１
月
９
日
下
総
国
葛
飾
郡
中
山
村
鬼お

に

越ご
え

（
現
市
川
市
鬼
越
）
の
郷ご

う

士し

坪
井
嘉
助
の
次
男
と

し
て
生
ま
れ
た
。
ペ
リ
ー
提
督
率
い
る
黒
船
来
航
の

１
年
前
で
あ
る
。
郷
士
は
武
士
で
あ
り
な
が
ら
農
村

に
居
住
し
て
農
業
を
営
む
者
を
言
っ
た
。
坪
井
家
は

江
戸
へ
通
じ
る
成
田
街
道
（
現
国
道
14
号
）
沿
い
に

あ
っ
て
豊
か
な
農
家
で
あ
っ
た
。
家
の
裏
手
に
は
江

戸
川
の
支
川
真
間
川
の
清
流
が
流
れ
て
お
り
、
小
川

の
せ
せ
ら
ぎ
は
四
季
折
々
の
風
情
を
少
年
に
教
え

た
。
仁
助
は
少
年
の
頃
か
ら
勉
学
を
好
ん
だ
。
寺
院

の
僧
侶
ら
に
和
歌
・
俳
句
や
漢
学
さ
ら
に
は
日
本
の

歴
史
を
学
ん
だ
。
蘭
学
も
学
び
た
い
と
願
っ
た
。
内

憂
外
患
の
時
代
だ
っ
た
。
生
誕
の
地
は
江
戸
に
近
い

だ
け
に
幕
末
の
混
乱
し
た
世
相
の
影
響
を
受
け
や
す

く
、
向
学
心
に
燃
え
る
仁
助
の
心
は
動
揺
し
た
。
少

年
の
向
学
心
は
農
村
地
帯
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
農
家
の
跡
継
ぎ
を
望
む
両
親
の
期
待

に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
「
学
問
を
し
て
医
者
に
な
り
、
世
の
中
に
役
立
つ

人
に
な
り
た
い
」。
幕
末
の
慶
応
２
年
（
１
８
６
６
）

春
、
14
歳
の
仁
助
は
医
学
を
志
し
家
族
の
反
対
を
押

し
切
っ
て
江
戸
川
を
船
で
渡
り
江
戸
へ
出
た
。
彼
は

農
民
で
人
生
を
終
わ
り
た
く
な
い
と
考
え
、
医
者
な

ら
ば
勉
学
に
励
む
こ
と
が
出
来
る
だ
け
で
な
く
、
封

建
制
度
の
階
級
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
と
考
え
た
。
紀

州
藩
江
戸
屋
敷
の
御
殿
医
坪
井
玄
益
が
叔
父
だ
っ
た

こ
と
も
影
響
し
た
よ
う
で
あ
る
。
江
戸
へ
出
た
仁
助

は
、
知
人
の
紹
介
で
両
国
隅
田
川
べ
り
に
あ
る
藤
堂

和
泉
守
（
津
藩
主
）
の
下
屋
敷
に
住
み
込
み
勉
学
を

続
け
た
。

　

そ
の
後
、
彼
は
開
成
所
（
後
に
洋
学
所
）
に
入
り

教
授
岡
保
義
に
つ
い
て
英
学
や
数
学
を
修
め
た
。
医

学
を
修
め
る
た
め
に
は
語
学
力
と
数
学
が
不
可
欠
で

あ
っ
た
か
ら
で
、
彼
の
英
語
力
は
教
授
も
驚
く
く
ら

い
上
達
し
た
。
明
治
４
年
（
１
８
７
１
）、
文
部
省

が
設
置
さ
れ
近
代
教
育
の
組
織
化
の
第
一
歩
が
踏
み

出
さ
れ
た
。
仁
助
は
玄
道
に
名
前
を
改
め
た
。
玄
道

は「
奥
深
い
道
」を
意
味
す
る
。
大
学
少
得
業
生（
教

官
職
、
今
日
の
講
師
）
と
な
り
大
学
南
校
（
現
東
京

大
学
）
に
勤
務
し
た
。
初
志
と
異
な
っ
て
高
等
教
育

の
場
に
身
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。

◇

　

明
治
５
年
８
月
に
発
布
さ
れ
た
学
制
で
日
本
の
近

代
教
育
制
度
が
初
め
て
体
系
化
さ
れ
た
。
文
部
省
は

学
生
発
布
前
に
小
学
校
に
お
け
る
教
育
方
針
を
研
究

す
る
た
め
に
教
員
養
成
所
の
必
要
性
を
認
め
、「
小

学
校
教
師
指
導
場
設
立
の
儀
」
を
正
院
（
当
時
の
最

高
官
庁
）
に
提
出
し
認
可
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
文

部
省
は
師
範
学
校
（
そ
の
後
東
京
高
等
師
範
学
校
、

東
京
教
育
大
学
を
経
て
現
筑
波
大
学
）を
設
立
し
た
。

玄
道
は
こ
の
年
文
部
省
12
等
出
仕
に
任
ぜ
ら
れ
師
範

学
校
掛
と
な
っ
て
新
時
代
の
教
員
養
成
教
育
に
携
わ

る
こ
と
に
な
っ
た
。「
通
弁
官
」
と
し
て
ア
メ
リ
カ

人
青
年
教
師
マ
リ
オ
ン
・
ス
コ
ッ
ト
の
通
訳
を
務
め

た
。
師
範
学
校
は
湯
島
の
旧
昌し

ょ
う
へ
い
こ
う

平
黌
（
江
戸
幕
府
直

轄
の
学
問
所
）
の
建
物
を
利
用
し
た
。
第
一
期
の
師

範
学
校
生
（
今
日
の
大
学
生
相
当
）
は
54
人
で
、
教

科
書
な
ど
の
教
材
や
用
具
は
す
べ
て
ア
メ
リ
カ
の
も

の
だ
っ
た
。
坪
井
は
「
通
弁
官
」
と
し
て
、
ス
コ
ッ

ト
が
生
徒
に
講
義
す
る
内
容
の
通
訳
を
務
め
た
。
ス

コ
ッ
ト
は
正
科
で
あ
る
英
語
と
算
術
を
教
え
、
そ
の

授
業
と
生
徒
の
質
問
を
坪
井
が
通
訳
し
た
。
日
本
に

お
け
る
高
等
教
育
指
導
法
の
伝
習
が
始
ま
っ
た
。
生

徒
た
ち
は
高
等
教
育
の
優
れ
た
指
導
者
に
育
っ
て
い

く
。

　

坪
井
は
通
訳
と
し
て
ば
か
り
で
は
な
く
、
教
育
界

に
お
け
る
新
分
野
を
開
拓
し
小
学
校
教
授
法
の
近
代

化
に
貢
献
し
た
。
坪
井
ら
の
要
請
で
師
範
学
校
に
付

属
小
学
校
が
設
置
さ
れ
た
。
今
日
の
筑
波
大
学
付
属

小
・
中
学
校
で
あ
る
。
７
年
８
月
、
ス
コ
ッ
ト
が
任

期
満
了
と
な
っ
て
帰
国
し
た
。
ス
コ
ッ
ト
が
去
っ
た

後
、
坪
井
は
仙
台
英
語
学
校
の
英
語
教
師
と
な
っ
て

若
い
世
代
の
教
育
に
打
ち
込
ん
だ
。
し
ば
ら
く
仙
台

で
時
を
過
ご
し
た
が
、
11
年
坪
井
玄
道
の
生
涯
を
決

定
づ
け
る
記
念
す
べ
き
時
が
や
っ
て
く
る
。

◇

　

文
部
大
臣
田
中
不ふ

二じ

麿ま
ろ

は
ア
メ
リ
カ
の
教
育
事
情

を
視
察
し
た
後
、
ア
メ
リ
カ
の
教
育
制
度
を
取
り
入

れ
日
本
の
教
育
制
度
の
改
革
を
断
行
し
た
。
こ
れ
が

体
育
面
に
も
現
れ
、
文
部
省
は
明
治
11
年
10
月
に
布

達
第
５
号
を
も
っ
て
文
部
省
直
轄
の
体
操
伝
習
所
を

設
置
す
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
初
の
官
立
体
育
教
師

養
成
学
校
な
ら
び
に
体
育
研
究
所
と
し
て
発
足
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
体
育
伝
習
所
の
主
幹
（
所
長
）
に

は
東
京
高
等
師
範
校
長
伊
沢
修
二
が
兼
任
し
、
田
中

不
二
麿
の
努
力
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
・
ア
マ
ス
ト
大

学
教
授
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
の
推
薦
を
得
て
同
校
卒
業

生
・
医
学
博
士
ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
ダ
ム
ズ
・
リ
ー
ラ
ン

ド
が
招
し
ょ
う

聘へ
い

さ
れ
体
操
教
師
と
な
っ
た
。
リ
ー
ラ
ン
ド

の
通
訳
者
選
考
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
人
教
師
ス
コ
ッ

ト
の
教
授
法
を
通
訳
し
た
実
績
に
基
づ
き
坪
井
玄
道

を
起
用
す
る
こ
と
と
な
り
仙
台
か
ら
呼
び
寄
せ
た
。

坪
井
が
体
操
教
育
に
専
心
す
る
端
緒
が
開
か
れ
た
の

で
あ
る
。
医
師
を
目
指
し
た
こ
と
の
あ
る
坪
井
は
医

学
博
士
リ
ー
ラ
ン
ド
に
親
近
感
を
持
っ
た
。
坪
井
は

26
歳
で
あ
っ
た
。

　

体
育
伝
習
所
の
初
代
教
員
と
し
て
発
令
さ
れ
た
の

は
次
の
通
り
で
あ
る
。
主
幹
伊
沢
修
二
、
教
員
リ
ー

ラ
ン
ド
（
普
通
体
操
、体
操
論
）、平
岩
恒
保
（
英
語
、

物
理
）、
坪
井
玄
道
（
通
訳
、
英
語
、
数
学
）、
川
崎

典
民
（
解
剖
生
理
、
健
全
学
）、
荒
野
文
雄
（
漢
文
、

作
文
）、
溝
口
耕
平
（
図
画
）。
同
伝
習
所
は
、
明
治

12
年
４
月
、
東
京
府
神
田
区
一
ツ
橋
（
当
時
）
で
開

校
し
25
人
の
生
徒
を
入
学
さ
せ
た
。
体
操
伝
習
所
の

構
内
か
ら
は
軽
や
か
な
ワ
ル
ツ
や
行
進
曲
の
ピ
ア
ノ

演
奏
が
聞
こ
え
て
道
行
く
人
の
耳
目
を
集
め
た
。
生

徒
た
ち
の
体
操
を
伴
奏
す
る
ド
イ
ツ
人
ク
ラ
ラ
夫
人

の
弾
く
ピ
ア
ノ
の
軽
快
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
あ
っ
た
。

　

リ
ー
ラ
ン
ド
は
東
京
高
等
師
範
学
校
や
東
京
大
学

予
備
門
（
今
日
の
東
大
教
養
課
程
に
相
当
）
な
ど
エ

リ
ー
ト
校
で
も
体
操
術
を
教
え
た
。
彼
の
通
訳
は
ど

こ
で
も
坪
井
の
担
当
で
あ
っ
た
。
リ
ー
ラ
ン
ド
が
指

導
し
た
体
操
術
は
19
世
紀
半
ば
に
発
表
さ
れ
た
ア
メ

リ
カ
人
ダ
イ
オ
ル
イ
ス
考
案
の
手
持
ち
用
具
（
棒
や

軽
体
操
（
普
通
体
操
）
を
指
導
す
る
と
と
も
に
戸
外

遊
戯
（
遊
戯
は
体
操
の
意
）
の
必
要
性
を
説
い
た
。

体
操
伝
習
所
廃
止
後
は
高
等
師
範
学
校
（
筑
波
大
学

前
身
）
助
教
諭
、
教
諭
を
経
て
、
同
校
兼
女
子
高
等

師
範
学
校
（
現
お
茶
の
水
女
子
大
学
）
教
授
な
ど
を

務
め
、
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ピ
ン
ポ

ン
な
ど
、
西
洋
ス
ポ
ー
ツ
の
紹
介
普
及
に
努
め
る
と

と
も
に
、
ダ
ン
ス
の
指
導
を
通
じ
て
女
子
体
操
の
振

興
に
も
力
を
注
い
だ
。

　
『
わ
が
国
学
校
体
育
の
父
』
と
呼
ば
れ
る
。
大
正

11
年
（
１
９
２
２
）
没

　

平
成
18
年
（
２
０
０
６
）　

筑
波
大
学
体
育
セ
ン

タ
ー
長　

萩
原
武
久
」

　

玄
道
は
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
発
展
に
顕
著
な
功
績
が

あ
っ
た
と
し
て
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
サ
ッ
カ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
東
京
・
文
京
区
）
に
「
殿
堂
入
り
」

を
し
て
い
る
。
江
戸
末
期
生
ま
れ
は
玄
道
だ
け
で
あ

り
、
教
育
者
の
「
殿
堂
入
り
」
も
珍
し
い
と
い
う
。

◇

玄道生家の写真（坪井家提供）

「殿堂入り」の玄道レリーフ
（日本サッカーミュージアム）

坪
井
玄
道
の
胸
像
（
筑
波
大
学
構
内
）

つくばよ、トップをめざせ
連載余話

日
本
に
近
代
サ
ッ
カ
ー
を
も
た
ら
し
た
知
識
人
・
坪
井
玄げ

ん

道ど
う

～
そ
の
人
と
思
想
～

作
家
　
高
崎
哲
郎



ダ
グ
ラ
ス
少
佐
及
び
33
名
の
イ
ギ
リ
ス
海
軍
兵
が

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
伝
え
る
。（
軍
事
）

　

・‌�

明
治
７
年
：
工
学
寮
（
工
部
大
学
校
、東
京
）
に
て
、

イ
ギ
リ
ス
人
講
師
Ｒ
．ジ
ョ
ー
ン
ズ
が
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
を
指
導
。（
学
校
教
育
）

　

・‌�

明
治
13
年
11
月
：
横
浜
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
マ
ッ
チ
が
実
施
さ
れ
る
。（
外
国

人
居
留
地
）

　

・‌�

明
治
14
年
‐
15
年
：
地
方
府
県
の
師
範
学
校
の
求

め
に
応
じ
て
体
操
伝
習
所
が
「
蹴け

ま
り鞠

」
３
個
を
製

作
供
給
す
る
。（
学
校
教
育
）

　

・‌�

明
治
16
年
６
月
：
大
学
予
備
門
の
英
語
教
師
Ｆ
．

Ｗ
．
ス
ト
レ
ン
ジ
が『O

utdoor G
am
e

』を
著
し
、

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
紹
介
す
る
。（
学
校
教
育
）

　

・‌�

明
治
18
年
４
月
：
伝
習
所
教
員
坪
井
玄
道
ら
が

『
戸
外
遊
戯
法
一
名
戸
外
運
動
法
』
を
編
著
作
し
、

そ
の
中
で
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
蹴
鞠
ノ
一
種
）
を
紹

介
す
る
。（
学
校
教
育
）◇

　
『
戸
外
遊
戯
法
』
で
紹
介
さ
れ
た
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
競
技
規
則
は
、
１
８
６
３
年
に
創
設
さ
れ

た
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
（Football 

Association

：
Ｆ
Ａ
）
公
認
の
い
わ
ゆ
る
「
Ｆ
Ａ

ル
ー
ル
」
に
準
じ
た
も
の
で
あ
る
。
競
技
規
則
の
紹

介
に
先
立
つ
導
入
部
分
で
は
、
競
技
人
数
（
11
人
）、

ボ
ー
ル
、
勝
敗
の
決
め
方
、
競
技
場
な
ど
、
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
に
関
す
る
基
本
的
な
情
報
で
、
競
技
規
則
の

前
提
と
し
て
理
解
し
て
お
く
べ
き
こ
と
が
簡
単
に
記

さ
れ
て
い
る
。サ
ッ
カ
ー
に
不
可
欠
の
オ
フ
サ
イ
ド
・

ル
ー
ル
も
記
さ
れ
て
い
る
。注
目
す
べ
き
こ
と
は「
演

習
者
（
選
手
）
の
人
数
を
11
名
と
定
め
な
が
ら
も
、

こ
れ
を
い
く
ら
で
も
増
加
し
て
よ
い
」
と
し
て
い
る

点
、
そ
れ
に
「
各
組
を
指
揮
し
統
率
す
る
首
領
を
１

名
選
ぶ
」
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
国
際

的
な
共
通
コ
ー
ド
で
あ
る
Ｆ
Ａ
ル
ー
ル
に
は
見
ら
れ

ダ
ン
ベ
ル
な
ど
）
を
活
用
し
た
体
操
で
あ
り
、
こ
の

他
に
体
育
論
も
講
義
し
た
。
体
育
論
は
体
育
に
関
す

る
医
学
的
な
理
論
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
解
剖
学
、

生
理
学
、衛
生
学
的
見
地
か
ら
見
た
体
操
論
で
あ
る
。

体
育
思
想
と
し
て
は
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
ハ
ー
バ
ー

ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
流
の
３
育
主
義
（
知
育
、
徳
育
、

体
育
）の
流
れ
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。14
年
リ
ー

ラ
ン
ド
は
任
期
を
終
え
て
帰
国
し
た
。
玄
道
は
そ
の

後
を
受
け
継
ぎ
体
操
教
師
の
養
成
に
あ
た
っ
た
。
坪

井
は
回
想
し
て
い
る
。

　
「
リ
ー
ラ
ン
ド
氏
の
教
授
を
生
徒
の
前
で
通
訳
す

る
の
が
、
私
の
職
務
で
あ
っ
た
が
、
書
物
の
講
義
と

違
っ
て
、
技
術
に
関
す
る
事
な
の
で
、
常
に
生
徒
に

授
業
す
る
前
に
、
私
は
リ
ー
ラ
ン
ド
氏
か
ら
其
日
の

課
業
を
実
際
に
学
ん
で
お
い
て
、
そ
れ
か
ら
授
業
に

出
る
こ
と
に
し
て
居
た
の
で
、
私
は
い
つ
し
か
一
人

前
の
体
操
の
教
師
と
な
っ
て
了し

ま

っ
た
。（
中
略
）。
私

は
体
育
に
非
常
に
熱
心
に
な
っ
て
了
っ
た
の
で
、
と

う
と
う
（
リ
ー
ラ
ン
ド
の
）
其
後
を
引
き
受
け
て
体

操
の
教
師
と
し
て
世
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
」（『
教

育
50
年
史
』「
体
操
伝
習
所
の
設
置
」）。

　

14
年
６
月
、
29
歳
の
玄
道
は
旧
幕
府
旗
本
の
斎
藤

三か
つ

理み
ち

の
次
女
志
う
と
結
婚
し
た
。
こ
の
時
志
う
は
14

歳
だ
っ
た
。

◇

　

坪
井
は
明
治
15
年
、
リ
ー
ラ
ン
ド
が
伝
習
所
や
東

京
高
等
師
範
に
お
い
て
実
際
に
生
徒
を
指
導
し
た
実

技
と
著
書
『
新
撰
体
操
術
』（
英
文
）
の
体
育
理
論

を
ま
と
め『
新
撰
体
操
書
』（
金
港
堂
）を
刊
行
し
た
。

同
書
は
筋
肉
発
達
（
ス
ポ
ー
ツ
理
論
）
を
目
標
と
し

た
も
の
と
い
う
よ
り
も
身
体
を
正
常
な
健
康
状
態
に

す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
同
書

を
活
用
し
な
が
ら
全
国
の
学
校
に
出
張
し
て
体
操
の

普
及
を
図
っ
た
。

な
か
っ
た
坪
井
に
よ
る
独
自
の
記
述
で
あ
る
。
競
技

者
の
多
数
化
を
図
っ
た
の
は
、
小
学
校
の
校
庭
で
大

勢
の
児
童
が
競
技
に
参
加
す
る
場
合
の
た
め
の
柔
軟

な
対
応
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
ゴ
ー
ル
」
を
城

壁
の
意
と
し
て
い
る
の
は
誤
り
で
境
界
線
の
意
で
あ

る
が
、
各
チ
ー
ム
に
「
首
領
」
を
置
く
こ
と
を
考
案

し
て
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
「
戦
争
ゲ
ー
ム
」「
戦
争
ご
っ

こ
」
の
よ
う
な
発
想
で
子
供
た
ち
に
分
か
り
や
す
く

説
明
し
よ
う
と
し
た
工
夫
が
う
か
が
え
る
。『
戸
外

遊
戯
法
』
は
好
評
で
、
発
刊
か
ら
３
年
後
の
明
治
21

年
（
１
８
８
８
）
に
は
『
改
正
戸
外
遊
戯
法
』
が
出

版
さ
れ
た
。
持
ち
や
す
い
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
版
で
あ

る
。
同
書
で
は
オ
フ
サ
イ
ド
・
ル
ー
ル
が
削
除
さ
れ

て
い
る
。
競
技
の
分
か
り
や
す
さ
や
簡
略
化
を
目
指

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

明
治
34
年
２
月
、
坪
井
は
文
部
省
か
ら
派
遣
さ
れ

て
体
操
研
究
の
た
め
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ

　

明
治
18
年
４

月
、
坪
井
は
教

え
子
で
高
等
師
範

教
員
の
田
中
盛

業
（
１
８
５
９
‐

１
９
２
４
）
と
共

編
著
で
『
戸
外
遊

戯
法
』（
金
港
堂
）

を
刊
行
し
た
。
同

書
は
坪
井
自
身
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
「
こ
の
法
に

関
し
て
未
だ
か
つ
て
一
書
を
著
せ
る
を
見
ず
」
で
あ

り
、
日
本
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
初
の
近
代
ス
ポ
ー

ツ
解
説
書
で
あ
る
。
欧
米
で
行
わ
れ
て
い
た
戸
外
遊

戯
法
の
関
連
書
籍
か
ら
主
要
な
内
容
を
選
択
し
て
翻

訳
し
、
そ
れ
に
実
際
指
導
し
て
い
た
実
技
も
取
り
入

れ
て
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
唱
歌
遊
戯
、

行
進
遊
戯
、
競
争
遊
戯
、
ボ
ー
ル
遊
戯
な
ど
21
種
類

で
、第
17
章
の
「
フ
ー
ト
ボ
ー
ル
（
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）」

を
は
じ
め
と
し
て
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
、
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
や

フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
重
要
性
も
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ

に
初
め
て
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
日
本
語
で
紹
介
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
初
の
サ
ッ
カ
ー
解
説
書
で
あ
る
。
坪
井

の
指
導
に
よ
り
伝
習
所
で
「
運
動
会
」
が
始
ま
っ
た

の
も
こ
の
頃
で
あ
っ
た
。「
運
動
会
」
は
た
ち
ま
ち

の
う
ち
に
全
国
の
学
校
に
広
が
っ
て
い
く
。
19
年
、

体
操
伝
習
所
が
廃
止
と
な
り
、
同
校
は
東
京
高
等
師

範
に
吸
収
さ
れ
た
。坪
井
は
東
京
師
範
学
校
教
師（
助

教
諭
）
と
な
る
。
34
歳
。

〈
付
録
〉

明
治
初
期
の
文
明
開
化
の
時
代
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
生
ま

れ
の
近
代
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
日
本
に
導
入

さ
れ
た
経
緯
を
略
記
す
る
。

　

・‌�

明
治
６
年
：
東
京
築
地
海
軍
兵
学
寮
に
て
、Ａ
．Ｌ
．

ツ
の
体
育
事
情
を
視
察
し
た
。
49
歳
。
留
学
期
間
は

１
年
間
で
あ
っ
た
。
50
歳
近
い
教
授
の
体
操
研
究

の
た
め
の
政
府
派
遣
留
学
は
彼
が
初
め
て
で
あ
る
。

サ
ッ
カ
ー
の
心
身
両
面
に
与
え
る
教
育
的
価
値
を
再

認
識
し
帰
朝
後
の
普
及
を
心
に
誓
う
の
で
あ
っ
た
。

翌
年
５
月
、
ア
メ
リ
カ
経
由
で
帰
国
し
た
。
帰
国
後

の
彼
は
『
改
正
普
通
体
操
法
』、『
女
子
運
動
法
』、『
行

進
運
動
法
』
等
を
相
次
い
で
発
表
し
、
ス
ポ
ー
ツ
啓

発
家
の
第
一
人
者
と
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
視
察
で
習

得
し
た
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
式
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
ア

式
蹴
球
と
略
称
）
を
東
京
高
等
師
範
の
学
生
に
直
接

指
導
し
、秋
季
運
動
会
で
初
め
て
正
式
に
公
開
し
た
。

当
時
の
状
況
を
高
等
師
範
の
校
友
会
誌
は
次
の
よ
う

に
伝
え
て
い
る
。

　
「
坪
井
教
授
の
懇こ

ん

篤と
く

周
到
な
る
指
導
と
部
員
の
燃

ゆ
る
が
如
き
熱
心
に
よ
り
、
今
や
頻し

き

り
に
西
洋
諸
国

の
著
作
雑
誌
を
研
究
し
、
之
を
我
が
国
民
の
気
質
体

格
に
斟し

ん

酌し
ゃ
くし

我
が
国
に
最
も
適
当
な
る
一
式
を
案
出

せ
ん
と
努
め
つ
つ
あ
れ
ば
吾
人
は
早
晩
斯
技
発
達
の

快
報
を
耳
に
す
る
の
日
あ
ら
ん
」
と
書
き
、
坪
井
の

熱
心
な
指
導
ぶ
り
を
伝
え
て
い
る
。
当
時
の
生
徒
で

あ
っ
た
中
村
覚
之
助
を
中
心
に
高
等
師
範
蹴
球
部
が

部
長
坪
井
の
指
導
を
受
け
英
語
で
書
名
を
書
い
た

し
ゃ
れ
た
装
丁
の
「
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
」
と
題
す
る
ス
ポ
ー
ツ
指
導
書
を
大
日
本
図

書
会
社
か
ら
出
版
し
て
全
国
の
学
校
に
購
読
を
勧
め

た
。
サ
ッ
カ
ー
の
普
及
に
大
き
な
寄
与
を
し
た
の
で

あ
る
。
彼
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
持
ち
帰
っ
た
ピ
ン
ポ
ン

も
紹
介
し
普
及
に
努
め
て
い
る
。
当
時
は
高
等
師
範

の
他
に
国
内
で
は
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
な
か
っ
た
の

で
、
試
合
相
手
は
い
つ
も
在
日
の
外
国
人
チ
ー
ム
で

あ
っ
た
。
東
京
・
築
地
明
石
町
の
居
留
地
に
い
た
外

国
人
チ
ー
ム
や
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
職
員
チ
ー
ム
そ
れ

に
横
浜
の
ヨ
ゼ
フ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
生
徒
チ
ー
ム
が
相

手
だ
っ
た
。ヨ
ゼ
フ
・
カ
レ
ッ
ジ
は
少
年
チ
ー
ム
だ
っ

た
の
で
時
に
は
勝
つ
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
他
の
外
国

人
チ
ー
ム
に
は
い
つ
も
大
敗
を
喫
し
た
。

◇

　

日
本
の
サ
ッ
カ
ー
は
そ
の
後
高
等
師
範
や
そ
こ
で

活
躍
し
た
生
徒
が
教
員
（
主
に
旧
制
中
学
や
高
校
）

と
な
っ
て
指
導
を
行
い
全
国
に
広
ま
っ
た
。東
京
都
、

埼
玉
県
、
神
奈
川
県
、
静
岡
県
、
千
葉
県
、
京
都
府

な
ど
、
今
日
「
サ
ッ
カ
ー
王
国
」
と
し
て
知
ら
れ
る

都
府
県
は
高
等
師
範
卒
業
生
の
熱
心
な
指
導
の
た
ま

も
の
な
の
で
あ
る
。（
ち
な
み
に
明
治
期
の
国
際
サ
ッ

カ
ー
試
合
の
日
本
代
表
は
高
等
師
範
チ
ー
ム
だ
っ

た
）。

　
「
日
本
に
体
操
と
い
う
こ
と
が
始
ま
っ
て
か
ら
、

今
日
に
至
る
迄
、
私
は
終
始
、
体
操
に
関
係
し
て
居

り
ま
す
。
な
お
今
後
も
死
ぬ
迄
、
私
は
体
操
に
従
事

す
る
積
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。（
中
略
）
私
は
体
操
を

以
て
、
一
生
を
終
る
積
り
で
ご
ざ
い
ま
す
」（『
京
都

府
教
育
雑
誌
』
第
１
４
９
号
）。
明
治
37
年
８
月
、

京
都
府
教
育
会
の
依
頼
に
よ
っ
て
行
っ
た
講
演
の
一

部
で
あ
る
。
こ
の
年
『
体
操
発
達
史
』
を
刊
行
し
て

い
る
。

　

明
治
42
年（
１
９
０
９
）、坪
井
は
東
京
高
等
師
範
・

東
京
女
子
師
範
の
教
授
を
退
職
し
た
。
57
歳
。
学
校

体
育
の
近
代
化
に
貢
献
し
た
坪
井
玄
道
は
大
正
11
年

（
１
９
２
２
）
11
月
２
日
、
70
歳
で
病
没
し
、
ス
ポ
ー

ツ
（
中
で
も
サ
ッ
カ
ー
）
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
た

生
涯
を
閉
じ
た
。

（
参
考
文
献
：
『
中
世
以
降
の
市
川
』（
市
川
市
立
歴
史
博
物

館
）、『
坪
井
玄
道
』（
中
津
攸
子
）、筑
波
大
学
山
本
英
作
教
授
・

同
後
藤
光
将
教
授
の
論
文
「
坪
井
玄
道
に
よ
る
ア
ソ
シ
エ
ー

シ
ョ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
日
本
的
解
釈
」（『
ス
ポ
ー
ツ
史
研

究
』
第
16
号
）、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
・
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

資
料
、
筑
波
大
学
付
属
図
書
館
資
料
。

（
了
）。

玄道と『戸外遊戯法』（筑波大学山
本英作・後藤光将両教授の論文より）

筑波大対横浜外国人チームのサッカーＯＢ戦
（昨年で 130 年目となった）


